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図－2 騒音の 1/3 オクターブ分析結果(実測値)

（測定箇所：後方 7m 地点） 

②騒音対策の効果 
騒音対策時における騒音レベルの低減効果を表－2

に示す。表－2中の値は、実測の等価騒音レベル（LAeq）

の差から算定したものである。防音パネルおよび

ANC 装置を単独で評価した場合には、併用時におけ

る騒音低減の予測値は 2.4ｄB となるが、実際には 3.6
ｄB の低減効果があった。これは、ANC 装置により

低周波成分が低減されても高周波成分が卓越するた

め、等価騒音レベル（LAeq）では、低減効果が正しく

評価されないためである。 
そこで、防音パネルと ANC 装置を併用した効果を

各周波数帯に着目して算定した予測値を表－3に示す。

各周波数帯に着目し、騒音低減効果を合算することに

より、実測値と予測値が一致し、相乗効果を正しく評

価できることがわかる。また、図－3より全ての測定

箇所で実測値と予測値はほぼ一致しており、周波数帯

に着目することで、精度の高い騒音予測が可能となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４．重機の騒音対策 

ホイールローダを対象に、各騒音原因に対する騒音対策

の例を表－4に示す。低周波成分の排気音と高周波成分の

駆動装置音を ANC装置と防音パネルの併用により低減し、

騒音レベルを約 3dB の低減できた。 

５．まとめ 

 重機の騒音低減に複数の手法を併用する場合、周波数帯に着目し、併用後の低減効果を評価することの重要

性を実際の測定結果から確認できた。また、周波数帯の異なる騒音に対し、適した騒音対策を各々実施するこ

とで相乗効果により効率的に重機騒音を低減できることが明らかになった。 
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表－4 重機の騒音対策の例 

周波数成分 騒音原因 対策 

低周波 排気音 ANC 装置 

高周波 駆動装置音 防音パネル 

 

表－2騒音レベルの低減効果(実測値) 

表－3騒音レベルの低減効果(予測値) 

図－3 各周波数帯に着目した場合の

騒音レベルの予測値と実測値の比較 
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